
氏名 島本　太香子

大学院博士後期課程
担当科目

通信教育部担当科目
・健康論

奈良県男女共同参画審議会　委員
奈良市男女共同参画審議会　委員
市立奈良病院運営市民会議　委員、
生駒市乳幼児健診検討委員会　委員長、
（社団法人）なら犯罪被害者支援センター　正会員、
奈良県性教育研究会　講演　2015/3/27
奈良いのちの電話協会　相談員養成講座　講師　2014/9/6
世界女性デー　国際ゾンタ奈良　男女共同参画シンポジウム　コーディネーター　2015/3/12

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

学生相談室　室長、　同　運営委員、　同　相談員、
FD委員会　委員、
セクシュアルハラスメント防止委員会　委員、同　主任相談員
教養部　企画委員、　医務室　医療相談
ボランティアサークル　顧問、　パンフレットサークル　顧問

　【研究上の特記事項】
（平成２５年度〜　科学研究費　基盤研究（C））ジェンダーの視点からみた更年期不定愁訴の新し
いニーズアセスメント指標の開発　4,810,000円

専門分野

所属学会

研究課題

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

医学教育、臨床、保健衛生行政における医師としての経験をもとに、大学教育における健康教育
のあり方、医学の進歩による生命倫理の教育のあり方を研究している。
健康に関する講義では、Evidence-Basedな健康論を学生に実感として伝え、予防医学の観点か
ら社会的にも個人としても健康な社会人として自ら行動できる基盤を形成することを目指す。
人間論の講義では、最新医学の進歩とそれに伴う生命倫理の課題について、様々ないのちの現
場を臨場感とともに伝え、学生自ら「考えること」を目的に双方向性の授業を目指す。

平　成　2６　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

日本産婦人科学会、日本学校保健学会、日本母性衛生学会、日本公衆衛生学会

女性医学のあり方に関する研究
大学における健康教育･生命倫理教育に関する研究
若年女性の健康管理に関する研究
周産期医療・母子保健に関する研究、ジェンダー生理学に関する研究

慶応義塾大学医学部医学科　卒業
大阪大学大学院医学研究科　博士課程　修了

医学博士（大阪大学）

医学（産婦人科学、公衆衛生学）、母子保健、学校保健、健康教育

最終学歴

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

授業科目

学部担当科目
・人間論Ⅵ
・健康論Ⅰ
・健康論Ⅱ



単著

共著

　

単独研
究

単独研
究

単独研
究

単独研
究

共同研
究

単独研
究

2014/4/9-12

第７３回　日本公衆衛
生学会

第６１回　日本学校保
健学会

第55回　日本母性衛
生学会

第２９回　日本女性医
学学会　学術総会

第66回　日本産科婦
人科学会

2014/11/15-16

2014/4/1

2014/11/5-7

　

2014/4/1

2015/3/1

　

平成２６年度　女性研
究者共助支援事業本
部活動報告書

大学生の飲酒行動と節度ある飲酒習
慣に対する意識、ALDHの遺伝子型に
よる差異を分析、健康教育の方策を考
察。

大学生の主観的健康度と精神的健康
度について男女による差異、学生生活
の経時的変化を分析。

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称

発行又は
発表の年月

奈良大学紀要

奈良大学総合研究所
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共著
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概　　　　　　　要

（学術論文）

（著書）

著書､学術論文等の名称

研究業績[著書、学術論文等]

若年女性の自覚する月経随伴症状と
主観的健康度の関連を分析

閉経期の不定愁訴の評価と主観的健
康度の活用について考察

女性医療において閉経期女性のヘル
スケアを評価する指標とその活用を検
討

女子大学生が自覚する月経随伴症状
と健康感、ジェンダー意識の関連を考
察

閉経期のヘルスケアと不定愁訴を評価
する新しい心理学的指標の可能性の
検討

女子学生の月経関連症状と健康感の
関連を考察

⑤閉経期ヘルスケアの評価の
ための新しい心理的指標と主
観的健康指標の検討

2015/3/1

（その他）

①女子大生の月経関連症状に
関する考察

①大学生の飲酒行動とアルデヒ
ド脱水素酵素（ALDH2）の遺伝
子型について

②大学生における主観的健康
度および精神的健康度の分析
（男女差と経時変化）

②女子大学生の月経随伴症状
と健康感、ジェンダー意識に関
する考察

①女性医療における閉経期ヘ
ルスケアの指標の検討

③若年女性の月経随伴症状と
主観的健康度の関連について

④閉経期の主観的健康度とそ
の活用について

（学会発表）

2014/9/13-14


